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外部からのニーズ 

• 「統計数字のありかや見かたがわからない」 
• 「数字にだまされないための注意点を教えて
欲しい」 

統計主管課としてのニーズ 

• 調査環境の悪化・認知度の低下への対策 
• 国による統計教育への取り組み強化 



本県のこれまでの取り組み 

• H25年度 
– 統計グラフコンクールへのてこ入れ 
– 大学・教師向けの出前講座 
– 先行事例の視察 

• H26年度 
– 出前講座（中学校3校、大学1校（2件）、その他） 

• H27年度 
– 出前講座（中学校1校、大学2校（4件）、その他） 

http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/toukei/hukyu/demae.html 

http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/toukei/hukyu/demae.html


今年度の取り組み 
期日 講座名 対象 
6月4日(木)  ・ 松 江 市 教 育 研 究 会 数 学 部 会 

統計グラフ指導者講習会 
教員11名 

6月8日(月)  ◎島根大学「行政学・政治学入門」
毎熊浩一准教授 

1年生100人 

6月30日(火) 
  

◎島根大学「社会学応用研究B」 
 片岡佳美教授 

3年生11人 
  

7月3日(金)  ●仁多中学校 出前講座 1年生約54名 
7月6日(月) ◎島根県立大学「社会調査法」 

 同大学大学院「社会調査法演習」 
 藤原真砂教授 

2 年生 40 名、 
大学院生2名 

8月28日(金) ・奥出雲町立高尾小学校 出前講座 教員4名 
1月25日(月) 
～26日(火) 

◎島根県立大学 
「社会調査法入門」藤原真砂教授 

１・２年生を
中心に約140名 

◎ ……大学  ● ……中学校  ・ ……その他 



中学校での取り組み事例 

• 実施校：島根県奥出雲町立仁多中学校 
  （県庁所在地から50キロほどの山間地） 

• 対象：1年生 
• 日時：平成27年7月3日（月）14:00から2時限 
• その他： 

– 昨年度も出前授業を行なった 
– 事前に二回の打ち合わせ、内容の改善 

http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/toukei/hukyu/demae/H27nita.html 
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進行計画 
時間 内容   
13:50
～
13:55 

授業開始 講師紹介など 

13:55
～
14:15 

導入 
   
  
  
 
 

●統計の紹介 
「みなさんはどんな町だ
と思っていますか?これを
確認するためには、さま
ざまな「比較」が必要で
す。その比較をするため
のデータが、「統計」で
す。」 
 
●グラフの書き方の説明 

14:15
～
14:40 

グラフ作
成 

班ごとにグラフ（男女別）
を作成し、ホワイトボード
に掲示。 

14:40
～
14:50 

休憩 休憩時間中に適宜掲示
をすませる。 

時間 内容   
14:50
～
15:10 

発表・ 
意見交換 
 

班ごとに、それぞれのグ
ラフについて気がついた
ことを発表。 

15:30
～
15:45 

解説補足 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
まとめ 

数字で地域を知る必要
性を伝える。数字は決定
論ではなく、地域を見直
し、新たなアクションの
きっかけにすることも可
能。（例：A町の事例） 
  
統計データの分析は、今
後の総合学習の課題に。 
  
「統計グラフを作るには 
～統計についてのあれこ
れ～」から、統計情報の
まとめ方について、簡
単に触れる。  
（赤字は改善点） 













先行事例との相違 
• 統計の周知を地域学習に結びつけた。 

– 岐阜県の取り組みに学んで、人口を中心に紹
介。 

• 説明技術の違い 
– 想定よりも時間がかかり、学校の先生にも助けて
もらう。 

• 数字の違い 
– 同じ人口の推移でも、地域ごとで理由が違うた
め、説明を変える必要。 

労力が予想以上にかかるが、 
義務教育で統計に触れる必要性を痛感 



島根・岐阜等及び全国の人口推移折れ線グラフ 
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大正9年を100としたときの人口推移 
資料：国勢調査（総務省）、将来
人口推計（社人研） 



大学などでの事例 

いずれも単発で統計の紹介 
• 島根県立大学（島根県浜田市） 

– H25から毎年2回ずつ 

• 島根大学（島根県松江市） 
– H27年度、2つのゼミで講義 

• その他 
– 学校教員向けなど 

数字が氾濫しているのに、 
数字をみようとしていないのでは？ 





学生・生徒の感想 
• グラフを使うとわかりやすくなることがわかっ
た（中学2年生） 

• 統計の重要性や活用について、はじめてわ
かった（大学2年生） 

• 小・中・高と授業の中で統計について学ぶこ
とはありましたが、具体性に欠け、自分の中
に曖昧な部分があった（大学1年生） 
 

統計教育には、現実（社会現象や自然現象）と 
結びつけて教えることが必要では。 



今後に向けて 
• 教育の現場・利用の現場との連携 

– 出前講座の回数増にも 

• 内容の改良・レパートリーの拡大 
– 現場ニーズへの対応（調査法や分析方法） 

• 講師人材の育成・確保 
– ノウハウの継承に課題 
– 統一的マニュアルへの希望 

• 成果は見えにくいが、地道な努力が必要 

→ 統計を人びとの生きる力に 
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